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　現存す る生物細胞体にお ける共通な エ ネル ギー源 と して アデ ノシ ン
・5’

三 リン 酸 （ATP ）が あ る 。 しか

し、ATP の よ うな高エ ネル ギー物質は生命 が誕 生す る化学進化の 段 階で どの よ うに して 出現 した かに つ

い て は、未だ実験的報告 は されて い ない 。そ こ で本研 究で は、ヌ ク レ オチ ドの 非酵素的な リン 酸エ ス テ

ル 化 を実現 させ るこ とを目的 として 実験 を行 っ た 。

　実験は 、 海底熱水噴出孔の 環境を実験 室 レ ベ ル で 再現 した フ ロ
ー

リア ク タ
ー

を用い て 行 っ た 。 反応 出

発物質及び生 成物の 分析はすべ て HPLC で 行 っ た 。

　ま ず 初 め に 、ア デ ノ シ ン
・5’・一

リン 酸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100

（AMP ）を リン 酸水素ナ トリウム バ
ッ フ ァ

ー
（200mM ）に溶解 させ た溶液を 15MPa

の 圧 力下で 100 ℃ に加熱 し 、 ノ ズ ル を介し

て 0℃の 環境に噴出 させ る実験を行 っ た 。 そ

の 結果、反応前か ら原 料に混在 して い たア デ

ノ シ ン ・5’・ニ リン酸 （ADP ）および ATP が

反応開始か ら終わ りま で ほ ぼ
一

定量 を保 っ

て い た 。 これは 、 リン 酸化 と加 水分解が拮抗

状態で あ る こ とを意味す る。 次に、AMP と

トリメ タ リン 酸 （100mM ）を先ほ どと同

じ条件で 反 応 させ た
。 そ の 結果 、リ ン 酸化物

で ある ADP ，　ATP が反応時間 とともに増加

した。 また 、 反応溶液に塩化 マ グネシ ウム を

添加す る こ とに よ っ て 生成量 が増加 した 。
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Fig。　Phosphotylation　of　AMP 　to　ADP 　and 　A丁P

　 in　a　hydrothermal　cond 鷺ion．

　こ れ らの 結果 は、熱水噴出孔 の よ うな環境にお い て も Arrp の よ うな高エ ネル ギー化合物 が 非酵素的

に合成 され る こ とを示 す。
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